
成果指標名

競技大会出
場事業補助
金を交付し
た岩手県大
会以上の優
勝件数

単位

回

R05

25.00

人

成果指標設定の考え方 成果指標の測定方法

市民スポー
ツ大会参加
延べ人数

区分

目
標
値

実
績
値

R06

6,000.00

◎施策の基本情報

2,676.00

政策の目指す姿

政策No 政策名

R04

25.00

26.00

6,000.006,000.00

2,339.00 3,168.00

施策の目指す姿

R03

現状と課題

25.00

21.00

競技協会主催による競技力向上を
ねらいとした市民スポーツ大会を
毎年開催していることからこの指
標を設定した。

競技力の向上を目的に交付してい
る補助金件数のうち、高いレベル
で成果を測るため岩手県大会以上
の優勝件数を指標とした。

市から花巻市体育協会へ「競技ス
ポーツ振興事業補助金」を交付し
ており、体育協会からの事業報告
書により把握する。

R02

25.00

16.00

6,000.00

H31

目
標
値

実
績
値

目
標
値

実
績
値

スポーツ振興課が把握する数値。
市内小・中・高校生や市民へ競技
大会出場補助金の交付実績により
把握する。

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り

前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0304 スポーツの振興 スポーツ振興課 菅原 一憲

いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しみ、元気に活動しています

02 競技スポーツの推進

競技レベルが向上し、各種大会で活躍しています

【現状】
・岩手県大会以上の大会への出場件数は、ほぼ横ばいの状態です。
・地域でのスポーツ指導者が多忙化しており、スポーツ指導への支障が出ています。

【課題】
・子どもたちをはじめ、競技レベルの向上を目指す選手たちには、夢の実現や市民に希望を与える上でも支援が必要です。
・競技力向上に取り組むために、スポーツ指導者の育成が必要です。

・スポーツ指導者の育成については、スポーツの推進に寄与する人材の確保・養成のために講習会の参加料等の助成について引き続き検討す
るが、その際には、部活の地域移行の受皿となる団体の育成との関連もあることから教育委員会と協議を行うとともに、課題を整理しながら
助成制度の構築を進める。
・選手強化支援策については、引き続き体育協会や各競技協会と相談しながら進めることとするが、全ての競技にとらわれず、競技を絞った
うえで意見交換の場を設け支援策の検討を進める。

・スポーツ指導者育成にかかる講習会の参加料等の助成については、部活の地域移行のための受皿となる団体の育成へつなげていく必要があ
り、様々な課題を整理しながら助成制度の構築を進めることとしているが、検討に時間を要しており実現に至っていない。
・選手強化支援策については、体育協会や競技協会と相談して進めることとしているが、検討にとどまっており、明確な支援策の確立には至
っていないことから、引き続き検討していく。

(1)競技レベルの向上
○スポーツ大会の開催
・新型コロナウイルス感染症の拡大により、イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会は中止したものの、イーハトーブレディース駅伝について
は感染症対策を講じたうえで３年ぶりに開催をした。
・岩手県高校駅伝、ふれあいソフトボール大会については感染対策を講じたうえで開催され、補助金を交付し開催支援を行った。
○全国大会等の派遣に対する支援
・全国大会等へ出場するチームや選手に対して補助金を交付し支援を行った。
○指導者養成や選手強化への支援
・専門的知識を習得する指導者養成講習会開催や競技力向上のための市民スポーツ大会開催に対して補助金等を交付し支援を行った。
○トップアスリート等を招いた講演会等の開催

施策評価シート(令和4年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

・なし

（競技スポーツ支援事業）
スポーツ指導者育成にかかる支援対策や選手の強化かかる支援対策の構築を進めることにより、全国大会等上位大会への出場機会の増加に
つなげていく。

・なし

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・スポーツ指導者の育成については、部活の地域移行の動向を踏まえながら、効果的な支援対策を引き続き検討していく必要がある。
・選手の強化については、全ての競技となると難しいことから、競技を絞って関係機関と連携を図りながら、効果的な支援対策を引き続き検
討していく必要がある。

・スポーツ指導者については、人材の確保・育成が必要であることから、関係機関等と連携を図りながらスポーツ技術の習得のほか必要な知
識を身につける機会を提供するとともに受講料の助成制度の構築のため引き続き検討を進める。あわせて部活の地域移行の受皿となる団体の
育成・支援についても教育委員会と協議を進めていく。
・選手の強化については、体育協会や各競技協会と連携し協議を行い、引き続き支援対策の検討を進めていく。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「競技大会出場事業補助金を交付した岩手県大会以上の優勝件数」…【達成度a】
新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで再開された大会が増加したこと、また、普段の練習の成果が発揮されたことにより
、前年度を上回る優勝件数となるとともに目標を１件上回る実績となった。
■成果指標「市民スポーツ大会参加延べ人数」…【達成度c】
新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで開催をしたところであるが、前年度に引き続き２競技（バスケットボール、ボクシ
ング）については開催を中止したこと、また、新型コロナウイルス感染症の影響により参加を控える市民が多かったことから、前年
度を上回る参加者数となったものの目標達成できなかった。

C



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

スポーツ競技大会出場事業補助金の交付（R4：補助件数147件、補助金額9,371千円 R3：補助件数125件、補助金
額12,691千円）

C
一致 直結

A

競技スポーツ支援事業費 スポ振興


